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現役エンジニア518人に聞いた、最新ロボット技術は今ここまで来ている
アンケート調査　主な設問と結果
ロボット技術の実用化がさらに進むと、人の代替となるロボットや設備がさらに増加することが予想されます。

Q1　1人のエンジニアとして見た時、現在、ロボット技術の実用化が最も進んでいるのはどの分野だと思いますか。（単一回答）
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Q2　1人のエンジニアとして見た時、ロボット技術の実用化によって、今後ロボットによる人の代替がさらに進むと予想される分野を、次のうちからすべてお選びください。（複数回答）
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Q4　1人のエンジニアとして、あなたが次世代のロボット開発プロジェクトに関わることができるなら、どの分野のロボットを開発したいと思いますか。（単一回答）
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Q5　次世代のロボットに組み込む技術で最も重要だと思う技術は何ですか。（単一回答）
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Q6　ロボット技術について先進的な国はどこだと思いますか。最もあてはまるものをお選びください。（単一回答）
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Q7　1人の生活者として考えた時、今後ロボット技術の導入がさらに進んでほしいと思う分野はどれですか。（複数回答）
 
[image: ]

Q8　1人の生活者として考えた時、ロボット技術がさらに実用化されても、ロボットによる人の代替が進んでほしくないと思う分野はどれですか。（複数回答）
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Q11−2　1人のエンジニアとして考えた時、SF映画やアニメ作品に登場するロボットの中で、現在実現可能だと思うものはどれですか。（複数回答） 上位10作品
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Q11-4　SF映画やアニメ作品に登場するロボットの中で、10年後実現可能だと思うものはどれですか。（複数回答）
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Q11−5　SF映画やアニメ作品に登場するロボットの中で、あなたが今後実現させたいと思うものはどれですか。（複数回答）
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Q14　Q11で選んだ「今後実現させたいロボット」を開発するためには、どんな技術の開発が必要だと思いますか。（複数回答）
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[bookmark: _GoBack]各作品ロボット別の、実現に必要と思われる技術の内訳
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